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9. 研究実績の概要

　植物の限られたゲノムによってどのように多様な病原体を認識し、免疫を誘導するかは十分に理解されていない。1940年代、Flor博
士は、植物の病害抵抗性は、単一の優性遺伝子によって制御され、植物の抵抗性遺伝子とそれに対応する病原体の非病原性遺伝子の組
み合わせによって決定される「遺伝子対遺伝子説」を提唱した。これまで申請者は、単一で機能すると考えられていた抵抗性遺伝子Pi
t-1と、異なる2つの抵抗性遺伝子がペアで働くペア抵抗性遺伝子RGA4とRGA5に着目して解析を行ってきた。その過程で、抵抗性タンパ
ク質Pit-1は、5つの抵抗性タンパク質様タンパク質（Pit-2,3,4,5,6）と結合することを見出した。この結果は、1つの抵抗性タンパク
質は、異なる抵抗性タンパク質と「ネットワーク」を形成していることを示唆している。これまでに、１つの抵抗性遺伝子が複数の抵
抗性遺伝子とネットワークを形成する報告はなく、この知見は、植物免疫を理解する上で新しい概念となりうる。本研究では、抵抗性
タンパク質ネットワークによる植物免疫機構を解明することを通じて、病原体と植物の遺伝子相関を理解する。

    （１／６）（注）・印刷に当たっては、Ａ４判（縦長）・両面印刷すること。
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13.研究発表（平成２７年度の研究成果）
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学会）
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R protein Pit-1 regulates disease resistance through activation of small GTPase OsRac1 by
OsSPIKE1
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16.本研究に関連して実施した国際共同研究の実施状況

（１）国際共同研究： 国際共同研究である

17.備考

－

研究室ホームページ 
http://sti-lab.org 

アメリカ Ohio State University － － －

－ － － － －

イギリス John Innes Centre － － －

中国 Chinese Academy of Sciences
South China Agricultural
University

Institute of Plant Protection －

共同研究相手国 相手方研究機関

マレーシア University Tunku Abdul Rahman － － －
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